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第　 1　問

次の問いに答えよ。

(1) aを正の実数とする。x ≧ 0のとき，y = ax− 1
a− x

がとりうる値の範囲を求めよ。

(2) 実数 x，y，z について

(x+ y + z)2 ≦ 3(x2 + y2 + z2)

を示し，等号がいつ成り立つか答えよ。これを用いて，命題

「x2 + y2 + z2 ≦ aならば x+ y + z ≦ aである」

が真となる最小の正の実数 aを求めよ。
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第　 2　問

a，bを正の実数とし，2つの数列 {an}，{bn}を

a1 = a, b1 = b

an+1 =
2anbn + a2n
a2n + 5anbn

, bn+1 =
3anbn

a2n + 5anbn
(n = 1, 2, 3, · · · )

によって定める。次の問いに答えよ。

(1) cn =
an
bn
（n = 1, 2, 3, · · ·）とおく。数列 {cn}の一般項を求めよ。

(2) lim
n→∞

an， lim
n→∞

bn を求めよ。
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第　 3　問

Oを原点とする座標平面において，点 Aの座標を (2, 0)とする。線分 OAを直径とす
る円周上の点 Tにおける接線に Oから下ろした垂線を OPとする。Tが円周上を動くと
き，Pが描く曲線の長さを求めよ。
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第　 4　問

Oを原点とする複素数平面上で，複素数 z を表す点 Xは Oを中心とする半径 1の円周
上を動くものとする。z の偏角を θ と表す。w = z2 + 1

z
とおき，w を表す点を Y とす

る。次の問いに答えよ。ただし，θ は −π 以上 π 未満とする。

(1) w = 0となる θ をすべて求めよ。

(2) w \= 0のとき，w の偏角 β を θ で表せ。ただし，β は −π 以上 π 未満とする。

(3) 三角形 OXYの面積が
√
3
2
となる θ の個数を求めよ。
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